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機能性等に着目した地域振興作物の生産拡大に関するプロジェクト

機能性があるといわれている農作物機能性があるといわれている農作物 地域限定などの特色のある農作物地域限定などの特色のある農作物

◀エゴマ
機能性成分：α-リノレン酸
機能：血中中性脂肪値の低下

心筋梗塞の予防

◀ヤマブドウ
機能性成分：ポリフェノール
機能：抗炎症作用

アレルギー抑制効果

うんしゅうみかん▶
機能性成分：β-クリプトキサンチン
機能：骨の健康維持

伝統野菜▶
（田村蕪）（高知）

◀大山ブロッコリー（鳥取）

連島ごぼう（岡山）▶

（地域団体商標）

（地理的表示（GI））



【Ⅰ導入戦略の目的】

【Ⅱ中国四国地域の農業をめぐる状況】

【Ⅲ特色ある農産物による差別化】

１ 中国四国地域の事例

（１）調査事例

（２）調査事例における取組成果

２ 農作物の機能性

（１）機能性等の活用

（２）管内の事例

（３）機能性食品の表示制度

３ 地域の農作物のブランド化

【Ⅳ機能性等を有する等特色ある

農作物・食品に関する意識・意向調査】

【Ⅴ機能性等に着目した地域振興作物

導入の展開】

１ 特色ある農作物の導入

２ 生産の安定化と品質向上

３ 地域内外との連携

４ 更なる付加価値向上と販路拡大

【Ⅵ 機能性等に着目した作物の導入に

よる地域の発展に向けて】

１ 生産拡大・品質向上

２ 付加価値向上

【事例集】
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中国四国地域は、中山間地域の割合が高く、農地が狭小で傾斜地が多いなど、必ず
しも生産条件に恵まれない

このような中、消費者の健康に対する関心の高まりを捉えて、機能性に着目するなど、
特色ある農作物の導入等を通じて所得向上につなげている事例も見られる

「機能性等に着目した地域振興作物の導入戦略」は、管内の先駆的な事例の調査・
分析を行い、今後取組を始めようとする地域で参考としていただけるよう、取組のポ
イントや留意点をとりまとめたものである
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Ⅰ 導入戦略の目的

導入戦略は、中国四国農政局、管内各県及び西日本農業研究センターで構成する「機能
性等に着目した地域振興作物の生産拡大に関するプロジェクト」会議において検討を行い、
とりまとめた
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全国と比べて中山間地域の占める割合が高い
中山間地域を中心に高齢化の進行、担い手の不足等が課題
地域条件を活かした特色ある作物の導入による所得向上が必要

Ⅱ 中国四国地域の農業をめぐる状況

資料：農林水産省統計部「耕地及び作付面積統計」を基に推計
注：１ 調査期日は、平成28年７月15日現在

２ 農業地域類型別の数値については、市町村別農業地域類型(平成19年４月１日)を用い、
各地域に該当する市町村をそれぞれ積み上げた。ただし、合併した市町村については、
合併前の市町村の耕地面積の割合を求め、合併後の耕地面積を、合併前の市町村ごとの
農業地域類型別に配分して算出した。
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県 品目 主な着目点 備考

１ 鳥取 らっきょう 地域振興作物

２ 島根 エゴマ 機能性

３ 島根 黒米、黒大豆 機能性

４ 岡山 ヤマブドウ 機能性

５ 岡山 連島ごぼう 地域振興作物 地理的表示

６ 岡山 雄町米 地域振興作物 GLOBALG.A.P.

７ 広島 じゃぼん 地域振興作物

８ 山口 じねんじょう 地域振興作物

９ 山口 せとみ 地域振興作物

10 徳島 そば 地域振興作物

Ⅲ 特色ある農産物による差別化

機能性農作物等、特色ある農作物による差別化を行っている管内の20事例を調査
①消費者の健康志向の高まりへの対応（機能性等）
②地域の特色ある農作物として差別化（地域振興作物）

１ 中国四国地域の事例
（１）調査事例

県 品目 主な着目点 備考

11 徳島 木頭ゆず 地域振興作物 地理的表示

12 香川
さぬきゴールド
キウイフルーツ

機能性 栄養機能性食品

13 香川 小原紅早生 地域振興作物

14 愛媛 はだか麦 機能性

15 愛媛 河内晩柑 機能性

16 愛媛 アボカド 地域振興作物

17 愛媛 みかんジュース 機能性 機能性表示食品

18 愛媛 キウイフルーツ 地域振興作物 JGAP

19 高知 伝統野菜 地域振興作物

20 高知 甘長トウガラシ 地域振興作物
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①健康志向の高まりへの対応

蒜山高原への観光者をターゲットにワイナリーを設立し、ヤマブドウのワインを製造・販売し、
来場者数が大幅に増加（岡山県真庭市）

蒜山高原

蒜山高原では観光
局に、ジンギスカン
やチーズなどを販売。

健康に良いとされ飲まれて
いたヤマブドウを成分分析
してみると機能性を有して
いることを発見。

美又温泉と黒食材（黒米、黒大豆）の美容効果のコラボによる地域まるごと６次産業化
（島根県浜田市）

黒米 黒大豆

美肌通リズム 地域まるごと６次産業化地域まるごと６次産業化

１次産業
黒米、黒大豆の生産

２次産業
NPO法人による加工品の製造

３次産業
美又温泉を核とした観光業

黒食材観光資源
美又温泉
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（２）調査事例における取組成果

美肌の湯 アントシア二ンの抗酸化作用



②地域振興作物として差別化

「連島ごぼう」

地域の伝統的作物であるそばを日本農業遺産認定とあいまってブランド化し、地域を活性
化（徳島県にし阿波地域）

にし阿波地域

• 平成29年3月に日本農業遺産認定されるとともに、世界農業遺産へ申請中

• 農業遺産ブランド商品認証制度を設立し、統一ロゴマークによる農産物の
差別化による所得の向上を図る

• 食と食文化によりインバウンド誘致を図る地域の取組が、平成28年に
「SAVOR JAPAN」に認定

GI登録により地域独自の作物としてブランド化を図り、販売額や単価が向上

「鳥取砂丘らっきょう」
「ふくべ砂丘らっきょう」

販売価格が上昇し、販売額が
８億円→10億円に向上
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価格が２～３割向上

出典：徳島剣山世界農業推進協議会



消費者の健康志向の高まりを背景に、機能性に注目

機能性表示食品制度（平成27年制定）等の表示制度により、消費者にわかりやすく特
色を示すことが可能

２ 農作物の機能性

（1）機能性等の活用
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○食品の機能性とは？

一次機能
（栄養機能）

カロリー、タンパク質、脂肪、糖質、ビタミン等必要な栄養素を補
給して生命を維持する機能

二次機能
（嗜好・食感機能）

色、味、香り、歯ごたえ、舌触りなど食べた時においしさを感じさ
せる機能

三次機能
（生体調節機能）

生体防御、体調リズムの調整、老化抑制、疾患の防止、疾病の
回復調節など生体を調節する機能

○機能性食品
食品の機能性のうち、第三次機能を有する食品
（世界で初めて、日本で定義された概念）

出典：平成29年度機能性表示食品セミナー・相談会（岡山会場）資料より



機能性農作物

作物 機能性成分 機能性 出典

エゴマ α-リノレン酸 心血管疾患のリスク軽減、アレルギー抑制効果 厚生労働省「日本人の食事摂取基準」（2010）

黒豆・黒大豆 アントシアニン 抗酸化作用による美容効果、脂肪燃焼効果 別府大学短期大学部元教授

ヤマブドウ ポリフェノール 抗炎症、抗アレルギー効果、皮膚がん抑制効果 岡山大学分子毒性薬科学研究室

はだか麦 β-グルカン 食後血糖値の上昇抑制効果 愛媛県農林水産研究所

うんしゅうみかん β-クリプトキサンチン 骨の健康維持 消費者庁機能性表示食品制度 届出データベース

中国四国地域で栽培される農作物にも機能性成分を有して
いる様々な農作物がある

管内の事例

エゴマ加工品

栄養機能性の活用

アボカド

作物 販売名 栄養成分 販売戦略等

キウイフルーツ さぬきゴールド ビタミンＣ
ビタミンＥ

「栄養機能食品」として販売

アボカド ビタミン
ミネラル

美容・健康に良いイメージを
活用さぬきゴールド

ビタミン、ミネラルを豊富に含む果実など栄養機能性に富む農作物も栽培
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地域の特色ある農作物

他産地の作物よりも秀でた特徴（外見、食味、食感、風味、糖度等）を活かしたブランド化、
販売戦略の取組も行われている

作物 販売名 特徴

ごぼう 連島ごぼう
白肌、アクが少ない、やわらかい、
甘みあり （GI登録）

せとみ ゆめほっぺ 高糖度、プチプチした食感

じねんじょう 最高の風味・粘り・伸び

うんしゅうみかん
香川小原紅早生
みかん

濃紅色、食味良 （GI登録）

連島ごぼう せとみ

じねんじょう 香川小原紅早生みかん
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機能性の表示ができる食品（保健機能食品）として、「特定保健用食品（トクホ）」、「機能性表
示食品」、「栄養機能食品」の３つの制度

これら表示制度の活用に当たっては、それぞれ必要な手続き、ルールが定められているの
で、まずは専門家と相談することが重要

食
品

保
健
機
能
食
品

※

機
能
性
表
示
が
で
き
る

一般食品 ※機能性の表示ができない

【特定保健用食品（トクホ）】 許可制 （H3～）

・健康の維持増進に役立つことが科学的根拠に基づいて認められ、「コレステロールの吸収を抑え
る」などの表示が許可されている食品

・表示されている効果や安全性について国が審査を行い、食品ごとに消費者庁長官が許可

【栄養機能食品】 許可・届出不要 （H13～）

・１日に必要な栄養成分（ビタミン、ミネラルなど）が不足しがちな場合、その補給・補完のために利
用できる食品

・すでに科学的根拠が確認された栄養成分を一定の基準量含む食品であれば、特に届出をしなく
ても国が定めた表現で機能性を表示できる

【機能性表示食品】 事前届出制 （H27～）
・事業者の責任において、科学的根拠に基づいた機能性を表示した食品

・販売前に安全性や機能性の根拠に関する情報などが消費者庁長官に届け出られたもの（ただ
し、トクホとは異なり、消費者庁長官の個別の許可を受けるものではない）

（２） 機能性食品の表示制度
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機能性表示食品

機能性を分かりやすく表示した商品の選択肢を増やし、消費者が正しい情報を得て選択できるよ
う平成27年４月から始まった制度

国の定めるルールに基づき、事業者が食品の安全性と機能性に関する科学的根拠などの必要な
事項を、販売前に消費者庁長官に届け出れば、機能性の表示が可能

農研機構では、生産者や食品事業者等が届出の際に科学的根拠として利用できる研究レビュー等の情報
を公開

生鮮食品も含め、全ての食品が対象

（例）農研機構により研究レビューが公表されている機能性農作物

資料：平成28年度農業白書
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構資料を基に、農林水産省で作成）

生鮮食品等の届出情報（全国10件）

うんしゅうみかん
機能性成分：β-クリプトキサンチン

骨代謝の働きを助けることにより、
骨の健康に役立つ

大豆もやし
機能性成分：大豆イソフラボン

骨の成分を維持する働きによって。
骨の健康維持に役立つ

５件

５件

（平成30年１月19日現在）
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農研機構は、みかん産地の自治体や医・農・薬学系の大学と連携して、うんしゅうみかんの摂取が
骨粗しょう症や糖尿病等の生活習慣の予防に有効であることをヒトレベルで証明、その作用メカニ
ズムを解明
生鮮食品では初めて消費者庁の機能性表示食品として受理・登録

＜参考＞うんしゅうみかんの機能性表示

資料：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構資料を基に、中国四国農政局で作成

・これらの発症リスクが有意に低いことを確認
・１日に３～４個みかんを食べることが有効であることを解明
・ヒト介入試験でも確認
・作用メカニズムを遺伝子レベルで解明

発売

うんしゅうみかん



栄養機能食品

【さぬきゴールド】
キウイフルーツ
栄養成分：ビタミンC
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栄養機能食品とは、特定の栄養成分（ビタミン、ミネラル）の補給のために利用される食品で、栄養
成分の機能を表示するものをいう

対象食品は消費者に販売される容器包装に入れられた一般加工食品及び一般用生鮮食品

既に科学的根拠が確認された栄養成分が、定められた上・下限値の範囲内にある食品であれば、
特に届出をしなくても、国が定めた表現によって機能性を表示することができる

脂 肪 酸（１種類）：ｎ－３系脂肪酸
ミネラル類（６種類）：亜鉛、カリウム、カルシウム、鉄、銅、

マグネシウム
ビタミン類（13種類）：ナイアシン、パントテン酸、ビオチン、

ビタミンＡ、ビタミンＢ１、ビタミンＢ２、
ビタミンＢ６、ビタミンＢ１２、ビタミンＣ、
ビタミンＤ、ビタミンＥ、ビタミンＫ、葉酸

【栄養機能食品で表示できる栄養成分】

出典：栄養機能食品の規格基準について（基準別表第11）を基に、中国四国農政局で作成



３ 地域の農作物のブランド化

消費者のこだわり・本物志向により、地域特有の農作物に対する評価も向上
地理的表示（GI）保護制度や地域団体商標制度なども活用しながらブランド化
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地域団体商標制度

地域名と商品名からなる商標について、商
標権（出所表示）として特許庁に申請・登録
し、その名称を独占的に使用できる制度
登録件数は全国で617件（H29.12.31時点）

地理的表示（ＧＩ）保護制度

生産地と結び付いた特性を有す
る農林水産物等の名称を品質
基準とともに登録し、地域の共
有財産として保護する制度
登録件数は全国で59件、中国四
国管内７件（H30.２.７時点）

GIマーク

鳥取砂丘らっきょう
ふくべ砂丘らっきょう

管内の地域団体商標登録産品の例

管内のGI登録産品の例

大山ブロッコリー 真穴みかん なると金時

香川小原紅早生みかん 木頭ゆず
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＜参考＞ 地理的表示（GI：Geographical Indication）とは

定義：地理的表示とは、農林水産物・食品等の名称で、その名称から当該産品の
産地を特定でき、産品の品質等の確立した特性が当該産地と結び付いている
ということを特定できる名称の表示をいう

地理的表示のイメージ ―連島ごぼうを例に―

生産地 産品の特性

○人的要因
土壌診断を行い、診断結果に
基づき施肥設計を立てて適正な
施肥、深耕を実施

○自然的要因
高梁川跡地の砂壌土

• 根長が揃っている
• 肌が白い
• アクが少ない
• やわらかい
• 甘みがある
• 筋張っていない

結
び
付
き

地理的表示

高い知名度を有する
連島ごぼうという名
称から産地と産品の
特性がわかる

連島ごぼう

（例） 連 島 ご ぼ う
地 名 ＋ 野 菜 名

つ ら じ ま 平成28年12月
登録
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Ⅳ 機能性等を有する等特色ある農作物・食品に関する
意識・意向調査（地方調査の概要）

中国四国農政局管内の農林水産情報交流モニター（農業者モニター（185名）、流通加工業者モニター（135名）、

消費者モニター（189名））を対象に、機能性作物や地域振興作物の認知度、意向、阻害要因を把握するため実施

【農業者モニター】
「機能性作物」、「地域振興作物」とも野菜、果樹部門での作付割合が高い。また、それぞれの栽培に
あたって障害と思うことは、「作物の選定」や「専用機械の導入等、新たな投資」とする割合が高い。

《ご意見・アイディア》
指導体制の確立と販路を含めた収益性の見通し等栽培に取り組む判断材料が必要

販売店等の流通関係者との意見交換を行いながら進めるとよい

8.7

18.8

73.9

16.3

42.9

46.9

33.3

44.4

44.4

0 20 40 60 80 100

「機能性作物」を栽培している

「地域振興作物」を栽培している

どちらも栽培していない

（％）

回答者数
161人

（100％）

果樹部門

稲作部門

野菜部門

41.0 

32.9 

22.4 

19.3 

13.0 

10.6 

31.1 

10.6 

0 20 40 60

どのような作物を選んで良いか分からない

専用機械の導入等、新たな投資が必要だから

栽培方法が分からない

販売方法や販売先が分からない

種子・種苗が確保できない

相談するところが分からない

その他

無回答

（％）

回答者数
161人

（100％）

図２ 「機能性作物」や「地域振興作物」の栽培にあたって障害と思うこと （複数回答）図１ 営農部門別にみた「機能性作物」や「地域振興作物」の栽培状況
（複数回答）
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《ご意見・アイディア》
認知度の向上をいかにして行うかが課題、自治体等の積極的PR、メディア等の活用
信頼性の確保、品質管理の徹底、明確な差別化が課題

【流通加工業者モニター】
「機能性作物」や「地域振興作物」の取扱状況は、食品製造業、外食産業が２割強で、食品卸
売業、食品小売業が５割以上である。また、取扱拡大（開始）の課題は、「安定的な仕入れが困
難」の割合が最も高い

14.6

7.7

20.0

30.4

19.1

15.4

20.0

17.4

25.0

4.5

10.0

8.7

60.7

76.9

50.0

43.5

70.0

1.1

5.0

0 20 40 60 80 100

計

（89人）

食品製造業

（26人）

食品卸売業

（20人）

食品小売業

（23人）

外 食 産 業

（20人）

取り扱って
いない

（％）

取り扱っており、
増加傾向にある

取り扱っており、
現状維持にある

取り扱っているが、
減少傾向にある 無回答 49.4 

34.8 

33.7 

23.6 

12.4 

2.2 

0 20 40 60

安定的な仕入れが困難

安定的に売れるかどうか不安

生産地との繋がりがない

生産量が少なく、ロットが小さい

その他

無回答

回答者数
89人

(100％)

（％）

図３ 業種別にみた「機能性作物」や「地域振興作物」の取扱状況 図４ 「機能性作物」や「地域振興作物」の取扱拡大（開始）の課題と思うこと
（複数回答）



【消費者モニター】

【機能性作物について】
農作物の機能性に関して、関心がある者は８割に迫り、特に年齢上位階層の関心が高い。また、
購入希望価格については、１割以上割高でも購入する割合は５割を超えている。

19

31.9

19.0

19.4

29.4

34.2

47.6

45.8

38.1

48.4

61.8

52.6

28.6

9.0

23.8

6.5

5.9

5.3

9.5

9.6

14.3

22.6

2.9

5.3

7.1

3.6

4.8

3.2

2.6

7.1

0 20 40 60 80 100

計

（166人）

20～29歳

（21人）

30～39

（31人）

40～49

（34人）

50～64

（38人）

65歳以上

（42人）

よくわからない

（％）

関心があり、「機能性作物」
の購入に心がけている

特に関心は
無い その他

関心はあるが、
購入していない １割未満の割高

なら購入する

22.9 

１割以上～２割未満の

割高なら購入する

43.4 
２割以上～３割未満の

割高なら購入する

7.2 

３割以上の割高

でも購入する

1.8 

通常の作物の価格

帯なら購入する

21.1 

いずれであっても、購入しない

1.2 

その他 2.4 

回答者数
166人

（100％）

図５ 年齢別にみた農作物の機能性への関心度 図６ 「機能性作物」の購入希望価格


